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に、「優れた QOL サポーター育成」を目指す IPE 教育の
活動拠点として、「新潟連携教育研究センター(Niigata 
Research Center for Inter-professional Education ：
NIIGATA RECIPE)」が設置されている。 
英 国 の CAIPE (Centre for Advancement of 
Interprofessional education) は IPE について“複数の領
域の専門職者が連携およびケアの質を改善するために、同
じ場所でともに学び、お互いに学び合いながら、お互いの














ることで IPE 関連の文献の量的調査をおこなった。 
 
【結果】上位 5件はHammickらの報告 2)(被引用数 487)、
Reevesらの報告 3)(449)、同じくReevesらの報告 4)(324)、
Oandasanらの報告 5)(228)、Thistlethwaiteの報告 6)(192)
で、いずれも Review article であった。昨年と比較し、
Reeves らの報告の順位が逆転した。Hammick らの報告
の引用数は昨年比 52 回増、Reeves らの報告は 211 回増、
同じく Reeves らの報告は 81 回増、Oandasan らの報告






数は 19,638 件で、分野別文献数の割合は Medicine 57.9%、
Nursing 17.9% 、 Social Sciences 5.5 ％で あ った 。
「Interprofessional education」で検索された文献数は
2,845 件で、Medicine 47.7%、Social sciences 24.4%、
Nursing 13.2%であった。「Interprofessional teamwork」
で検索された文献数は 325 件で、Medicine 49.2%、Social 
sciences 21.6%、Nursing 14.6%あった。 
 
【考察】「IPE」をキーワードとして検索した被引用数上位
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